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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
。

幸
運
に
も
二
月
十
七
日
か
ら

三
月
五
日
ま
で
林
先
生
と
共
に

勤
労
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、

不
足
な
が
ら
も
稲
作
な
ど
の
テ

ス
ト
栽
培
を
行
な
う
事
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の
地
が

目
的
に
あ
っ
た
開
発
が
進
行
す

れ
ば
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
料
問
題
解
決
へ
の
糸
口
が
開

か
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
し
、
世
界
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
の
地
域
に
成
り
得
る
所
だ
と

思
い
ま
す
。

特
に
中
田
先
生
の
先
を
見
た

開
拓
手
腕
に
は
、
敬
服
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
人
材
管
理
の

上
山
先
生
、
機
械
な
ど
の
管
理

技
術
者
の
金
子
先
生
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
通
信
、
Ｉ
Ｔ
の
第
一
人

者
小
田
先
生
、
現
地
の
方
と
の

交
流
、
そ
し
て
通
訳
を
担
当
す

る
三
石
先
生
、
牛
馬
と
会
話
の

出
来
る
大
和
田
先
生
、
皆
、
無

駄
な
動
き
が
無
く
、
本
当
に
バ

イ
タ
リ
チ
ー
に
富
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
非
常
に
大
切
な
事

だ
と
私
も
見
習
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
食
糧
問
題
に
対
し
て
は
、

米
、
麦
、
そ
ば
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
し
て
は
エ
タ
ノ
ー
ル
燃
料

生
産
。
そ
の
た
め
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
イ
モ
類
の
生
産
及
び
現
地

の
方
の
育
成
に
よ
る
原
料
調
達

シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
、
楽
し
い

も
の
が
沢
山
あ
り
、
希
望
の
地
、

レ
ダ
で
す
。

吉
澤
忍
記

飯野事務総長はじめテスト稲作で実った稲の刈り入れをしたボランティアと現地の作業員（刈り入れ後の記念写真）
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静かな支流の流れの中で白い鳥レダ奥地の支流の風景

パラグアイ川の朝焼け（飯野撮影）

朝
焼
け
の
パ
ラ
グ
ア
イ
河

三
月
９
日
の
朝
は
、
素
晴
ら
し
い
朝
焼
け

に
空
も
河
も
燃
え
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ビ

デ
オ
を
持
っ
て
居
な
か
っ
た
為
、
写
真
し
か

撮
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

神
の
彩
な
す
創
造
の
美
は
瞬
間
に
顕
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
行
く
と
こ
ろ
に
一

段
と
感
動
が
高
ま
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

願
わ
く
ば
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
ま

え
。
何
と
し
て
も
皆
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
パ

ノ
ラ
マ
で
す
。

岸
辺
の
白
鳥

美
し
い
お
姫
様
の
よ
う
に
岸
辺
に
佇
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
る
で
愛
す
る
人
を
待
っ
て
遠

く
を
眺
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

支
流
奥
地
の
岸
辺
。

夕
方
５
時
過
ぎ
、
次
第
に
落
ち
て
く
る
寸

前
の
夕
陽
に
、
水
面
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い

ま
し
た
。
水
辺
に
は
様
々
な
野
鳥
や
動
物
が

や
っ
て
き
ま
す
。

時
折
ワ
ニ
も
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
不

思
議
と
蚊
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
飯
野
事
務
総
長
写
真
と
記
録
）
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一

ワニの卵とワニの子供(レダ基地の中で）

レダにいる昆虫達（小田氏撮影）

二
〇
〇
六
年
度

環
境
セ
ミ
ナ
ー

第
二
回

六
月
一
八
日

午
前
一
〇
時
ー
午
後
五
時
ま
で

場
所:

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

費
用

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、
レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

第
三
回

九
月
一
七
日

第
四
回

一
二
月
一
七
日

第
三
回
か
ら
四
回
の
詳
細
は
後
ほ
ど
連
絡
し
ま
す
。


